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第1~3回の振り返り：技術シーズを活かした事業創出時の落とし穴

第1~3回勉強会では、「事業」「知財」の観点で必要な考え方やTipsについて紹介した。
本日は全体マネジメントに特化し学びを深めたい。

全体マネジメント
（限られたリソース下での複数のシーズの事業化支援）

技術

事業化戦略 知財戦略
技術的な

取り組みやすさだけで
用途探索してしまう

暗黙の前提で
ビジネススキームを
決め打ちしてしまう

事業化に結び付く
知財化ができていない
状況に陥ってしまう

協力関係構築に
偏りがちな知財活用

になってしまう

日々の業務に追われ
環境整備が

後回しになってしまう

地域単位の
オープンイノベーションの
可能性を見落としてしまう

学内組織間の
戦略的な連携/棲み分けが
実務と乖離してしまう

学内有望シーズを
見落としてしまう・
育成が滞ってしまう

あれもこれも必要で、
学外の巻き込みに対して
思考停止してしまう
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全体マネジメントの落とし穴

あれもこれも必要で、
学外の巻き込みに対して
思考停止してしまう

日々の業務に追われ
環境整備が

後回しになってしまう

地域単位の
オープンイノベーションの
可能性を見落としてしまう

✓ 地域の周りの大学との連携に伴う
手間や懸念が先行してしまい、連携に乗り出せない

✓ 自大学は小規模だから関係ない、と検討から除外してしまう

✓ 担当者の経験・知見や機能が不足しており、
特定の出口枠組みに偏ってしまう（起業支援はできない等）

✓ 事業化支援・人材育成の仕組みはあるが、
関心をもってくれる研究室・研究者が広がらない

✓ 外部と学内との目線感がすり合わず、連携が進まない

✓ あらゆる人材・機能が不足しており、
何をどう獲得すればいいか分からない

学内有望シーズを
見落としてしまう・
育成が滞ってしまう

学内組織間の
戦略的な連携/棲み分けが
実務と乖離してしまう

✓ 基礎研究と産学連携が別物として扱われてしまうなど、
学内の組織間の連携が円滑に進まない

✓ 組織間の機能を統合した結果、実務が停滞

✓ “対象シーズ待ち“の姿勢で”発掘”ができていない
候補を発掘しても、有望シーズの選定の方法が分からない

✓ 有望シーズに対する伴走支援の方法が分からない

陥りがちな課題例落とし穴

「学内シーズ群の発掘・育成支援」、「学内との連携」、「学外の巻き込み」、「環境整備」、「地域単位の大学を
中心としたオープンイノベーション」の視点で、陥りがちな課題が存在。
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本日のポイント

大学の特徴に応じて、事業化の出口の枠組みとその支援方法、環境整備はさまざま。
講演大学・政府の取組事例を、自大学に適した活用方法を見出すヒントにしていただきたい。

事業化の目指す方向性

環境整備

スタートアップ創出

技術移転

地域の課題解決

新たな産業の創出横ぐし的な
産連組織の設置

URA拡充
伴走支援専門家

の拡充
事業化支援に携わる
人材向けの研修

現場ノウハウの
共有の場の設置

大学の特徴

対象領域の広さ
総合⇔専門特化

大学の規模

地域との関係性

運営主体
国立/公立/私立 …

…

…


